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研究成果の概要（和文）：複数人が利用権を共有している共有地において、利用者が自由に資源を利用できると
き、資源は乱獲され枯渇していくことが「共有地の悲劇」として知られている。共有地の悲劇を防ぐべく、限り
ある資源を効率的かつ公平に配分するためには、利用者の属性に基づいて資源を配分する仕組み（配分メカニズ
ム）を構築する必要がある。
本研究では、①利用者の選好が単谷型である場合の資源配分問題、②実際に選びうる選択肢が事前に２通りに絞
られる場合の社会的選択問題、③共有資源の維持管理費用の割当問題、の３問題に対して、一定の望ましい性質
を充足する資源配分メカニズムを構築し、経済実験に基づくメカニズムの性能調査を実施した。

研究成果の概要（英文）：It is well known as "the tragedy of the commons" that if several agents 
freely access to a common resource, then they result in overusing and deplete the resource. In order
 to avoid the tragedy of the commons and allocate a certain amount of a resource efficiently and 
fairly, we need to design a mechanism which allocate the resource according to several agents' 
attributes.
I designed and investigated several mechanisms for the following three problems which are closely 
related to the common pool resource allocation problems: (1) the allocation problem of a fixed 
amount of a resource when preferences are single-dipped; (2) the social choice problems in which 
possible alternatives are narrowed down to two alternatives; and (3) the allocation problem of the 
maintenance cost of the common-pool.

研究分野： メカニズムデザイン

キーワード： 共有資源　単谷型選好　二択メカニズム　上方集合ルール　経済実験

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
「共有地の悲劇」によって示されている共有資源の乱獲を防ぐためには、利用者の属性に基づいて資源を配分す
る仕組み（配分メカニズム）を構築する必要があるが、決められた配分メカニズムの下で利用者がどのような振
舞いをするかについては、①ゲーム理論に基づく分析と②経済実験による検証が必要となる。
①について、先行研究では配分メカニズムの構築が困難とされていた経済問題に対して、支配戦略均衡だけでは
なくナッシュ均衡も考慮することで、一定の可能性を見出すことに成功した。②について、複数の配分メカニズ
ムを同一環境で比較するという実験手続を構築し、配分メカニズムの性能に関して一定の結論を導出することに
成功した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
複数人が所有権を共有している共有地において、利用者が自由に共有資源を利用できるとき、

資源は乱獲され枯渇していくことが「共有地の悲劇」として知られている(Hardin, 1968)。共有
地の悲劇を防ぐべく、限りある資源を効率的かつ公平に配分するためには、利用者の属性に基づ
いて資源を配分する仕組み（配分メカニズム）を構築する必要がある。 
 本研究では、①利用者の選好が単谷型である場合の資源配分問題、②選びうる選択肢が事前に
２通りに絞られる場合の社会的選択問題、③共有資源の維持管理費用の割当問題、の３つの問題
を分析対象とした。各問題に対する研究開始当初の背景は以下の通りである。 
 
① 利用者の選好が単谷型である場合の資源配分問題 
耐戦略的なメカニズムに関する先行研究（Klaus=Peters=Storcken, 1997; Klaus, 2001)によ

ると、耐戦略性とパレート効率性とを要求する限り、匿名性や個人合理性などの公平性原理を充
足する配分メカニズムの構築が原理的に不可能であることが既に判明している。一方でナッシ
ュ遂行に関する先行研究（Doghmi , 2013)では、ナッシュ遂行可能な社会的選択対応の性質が明
らかにされたものの、具体的な配分メカニズムが提示されておらず、現実にどのような配分メカ
ニズムを用いるべきかについて具体的な提唱がなされている訳ではなかった。 
 
② 選びうる選択肢が事前に２通りに絞られる場合の社会的選択問題 
 選びうる選択肢が２通りに絞られる状況において、先行研究（Barbera=Berga=Moreno, 2012）
によって耐戦略性をみたすメカニズムの性質が明らかにされているものの、耐戦略的なメカニ
ズムのクラスが明示的に特定されていなかった。 
 
③ 共有資源の維持管理費用の割当問題 
 共有資源の維持管理コストを利用者に割り当てるためのメカニズムとして、「ピボタルメカニ
ズム」と「自発的支払メカニズム」がよく知られている。ピボタルメカニズムは耐戦略性をみた
すものの、ルールは幾分複雑で、余分な維持管理コストを徴収してしまう可能性が存在する。一
方で自発的支払メカニズムは耐戦略性をみたさないものの、ルール自体は単純で、精緻化された
ナッシュ均衡において非効率的な帰結を排除することができる。この二つのメカニズムはいず
れも優れた性質を有しているものの、同一環境でどちらがより良いパフォーマンスを示すかに
ついて、経済実験に基づく比較が行われていなかった。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は以下の通りである。 

① 利用者の選好が単谷型である場合の資源配分問題において、先行研究の成果を踏まえ、(1) ナ
ッシュ均衡において非効率的な配分を排除でき、(2) ナッシュ均衡配分が一定の公平性の基準を
充足し、(3) メカニズムが現実に利用可能な程度に単純で、かつナッシュ均衡の動学的安定性が
保障されている、という 3 条件を充足するメカニズムの構築を目指した。 
 
② 選びうる選択肢が事前に２通りに絞られる場合の社会的選択問題において、耐戦略的なメカ
ニズムのクラスを明示的に特定し、現実の社会的選択の場において耐戦略的なメカニズムとし
て利用可能なメカニズムのリストを作成することを目指した。 
 
③ 同一の経済環境において「ピボタルメカニズム」と「自発的支払メカニズム」の下での意思
決定を経済実験に基づいて調査し、各メカニズムがそれぞれどのような長所を有しているのか
を比較することを目指した。 
 
３．研究の方法 
 
① 既に耐戦略性に基づくメカニズムデザインが困難であることが明らかとなっているため、ナ
ッシュ遂行による可能性を模索した。また、ナッシュ均衡の動学的安定性を調査するためにポテ
ンシャルゲーム（Monderer=Shapley, 1996)の理論を活用した。 
 
② 先行研究では社会的選択において意思が反映される「勝者提携」に関する単調性条件に焦点
を充てて分析を行ったのに対して、新たに「選好の変化の方向」に関する単調性条件に着目した。 
 
③ 同一の経済環境において「ピボタルメカニズム」と「自発的支払メカニズム」の下での意思
決定を経済実験に基づいて分析し、決定効率性・パレート効率性・個人合理性・社会的余剰とい
う４つの指標に基づいて２つのメカニズムの性能を比較した。 
 



４．研究成果 
① 利用者の選好が単谷型である場合の資源配分問題において、資源を「必要とする」か「必要
としない」かのみを表明し、「必要とする」と表明した利用者間で資源を等分する、というシン
プルな配分メカニズム（以下では「二択メカニズム」と呼称する）を考案し、その性能を分析し
た。その結果、(1)二択メカニズムのナッシュ均衡配分が弱パレート効率的であること、(2)二択
メカニズムのナッシュ均衡配分が、匿名性・個人合理性・等分コアなど、複数の公平性の基準を
充足していること、(3)二択メカニズムのナッシュ均衡が動学的に安定であること、が明らかに
した。 
 この研究成果をディスカッションペーパー“Binary mechanism for the allocation problem 
with single-dipped preference”としてまとめ、The Meeting of the Society for Social Choice and 
Welfare や日本経済学会で報告した。 
 
② 選びうる選択肢が事前に２通りに絞られる場合の社会的選択問題において、「選好の変化の
方向」に関する単調性条件に基づく耐戦略的な社会的選択関数の特徴づけを行った。また、「上
方集合ルール(Upper set rule)」と呼ばれるメカニズムのクラスを定義した上で、「上方集合ル
ール」のクラスが耐戦略性をみたすメカニズムのクラスと一致することを示した。 
 この研究成果を論文“Upper set rules with binary ranges”としてまとめ、査読付き国際学術
誌の Social Choice and Welfare に公刊した。 
 
③ 同一の経済環境下においてピボタルメカニズムと自発的支払メカニズムの下での意思決定に
関する経済実験を実施した。その結果、完備情報の下では①パレート効率性・個人合理性・社会
的余剰に関しては自発的支払メカニズムがピボタルメカニズムを上回る成果を挙げる傾向があ
る一方、②決定効率性に関しては二つのメカニズムの間で有意な差が観察されることはなかっ
た。この観察結果は、自発的支払メカニズムは耐戦略性をみたさないものの、ピボタルメカニズ
ムを上回るパフォーマンスを発揮する可能性を有していることを示唆している。 
 この研究成果を論文“The pivotal mechanism versus the voluntary contribution mechanism: 
an experimental comparison”としてまとめ、査読付き国際学術誌の Social Choice and Welfare
に公刊した。 
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